
【活動報告】
共生社会にむけて

アクセシブルデザイン推進協議会(ADC)

2024年10月4日
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いろいろな言葉

④完全参加と平等
1981年国際障害者年

⑨誰一人、取り残さない
SDGs

⑧私たち抜きで私たちのこと決めないで
障害者権利条約

②バリアフリー
国連報告書

⑥インクルーシブ

①ノーマライゼーション

⑤ユニバーサルデザイン

③人に優しい

共生社会
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「共生社会」とは

これまで必ずしも十分に社会参加できるような

環境になかった障害者等が、

積極的に参加・貢献していくことができる社会。

（国立特別支援教育総合研究所）

キーワード

社会モデル

↑

医学モデル
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⾼さが34〜 60センチ
1辺が6.70メートルの正⽅形

土俵は、共生社会？

⾼さ

⾼さ ⾼さ

情報・
ルール

情報情報
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ド
面

ソ
フ
ト
面
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共生社会は

「環境整備」と「個別（合理的）配慮」

アクセシブルデザインは
最初、個別（合理的）配慮

そして、
「環境整備」に
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アクセシブルデザイン推進協議会 発足経緯

①不便さ調査 ②報告書 ③不便さ解決

①
企
業
ご
と
の
検
討
・
解
決

②
業
界
ご
と
の
検
討
・
解
決

③
業
界
横
断
で
の
検
討
・
解
決

④
国

横
断
で
の
検
討
・
解
決

④標準化 ⑤提言書

2003年6月
21年前

37テーマ
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「高齢者・障害者への配慮にかかる標準化の進め方について（提言書）」平成15年6月16日より 7

「高齢者・障害者への配慮にかかる標準化の進め方について（提言書）」平成15年6月16日より

１１ テーマ
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「高齢者・障害者への配慮にかかる標準化の進め方について（提言書）」平成15年6月16日より

７ テーマ
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「高齢者・障害者への配慮にかかる標準化の進め方について（提言書）」平成15年6月16日より

19 テーマ
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48の規格の普及アクセシブルデザイン（⾼齢者・障害者配慮設計指針）の規格体系
1 JIS Z 8071:2017 「⾼齢者及び障害のある⼈々のニーズに対応した規格作成配慮指針」
2 JIS S 0012:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品のアクセシビリティ⼀般要求事項」
3 JIS S 0020:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品のアクセシビリティ評価⽅法」
4 JIS S 0031:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―⾊光の年代別輝度コントラストの求め⽅」
5 JIS S 0032:2003 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―⽇本語⽂字の最⼩可読⽂字サイズ推定⽅法」
6 JIS S 0033:2006 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―年齢を考慮した基本⾊領域に基づく⾊の組合せ⽅法」
7 JIS S 0043:2018 「アクセシブルデザイン―視覚に障害のある⼈々が利⽤する取扱説明書の作成における配慮事項」
8 IS S 0013:2022 「アクセシブルデザインー消費⽣活⽤製品の報知⾳」
9 JIS S 0014:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―消費⽣活製品の報知⾳―妨害⾳及び聴覚の加齢変化を考慮した⾳圧レベル」

10 JIS S 0015:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品の⾳声案内」
11 JIS S 0011:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―消費⽣活⽤製品における凸点及び凸バー」
12 JIS S 0052:2024 「アクセシブルデザイン―触知記号及び触知⽂字の設計⽅法」
13 JIS T 0921:2017 「アクセシブルデザイン―標識，設備及び機器への点字の適⽤⽅法」
14 JIS T 0922:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―触知案内図の情報内容及び形状並びにその表⽰⽅法」
15 JIS T 9253:2004 「紫外線硬化樹脂インキ点字─品質及び試験⽅法」
16 JIS X 6302-9:2018 「識別カード―記録技術―第９部：触ってカードを区別するための凸記号」
17 JIS X 6310:1996 「プリペイドカード― ⼀般通則」
18 JIS S 0021-1:2020 「包装―アクセシブルデザイン―第１部：⼀般要求事項」
19 JIS S 0021-2:2018 「包装―アクセシブルデザイン―開封性」
20 JIS S 0021-3:2020 「包装―アクセシブルデザイン―情報及び表⽰」
21 JIS S 0021-4:2021 「包装―アクセシブルデザイン―第４部：取扱い及び操作性」
22 JIS S 0021-5:2024 「包装―アクセシブルデザイン―第５部：集合包装⽤段ボール箱の重量に関する情報の表⽰」
23 JIS S 0021-6:2024 「包装―アクセシブルデザイン―第６部：詰め替え容器」
24 JIS S 0022-3:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―触覚識別表⽰」
25 JIS S 0022-4:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―使⽤性評価⽅法」
26 JIS S 0025:2011 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―危険の凸警告表⽰―要求事項」
27 JIS S 0023:2002 「⾼齢者配慮設計指針―⾐料品」
28 JIS S 0023-2:2007 「⾼齢者配慮設計指針―⾐料品―ボタンの形状及び使⽤法」
29 JIS A 2191:2017 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―住宅設計におけるドア及び窓の選定」
30 JIS S 0024:2023 「アクセシブルデザイン―住宅設備機器」
31 JIS S 0026:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―公共トイレにおける便房内操作部の形状，⾊，配置及び器具の配置」
32 JIS S 0041:2010 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―⾃動販売機の操作性」
33 JIS T 0901:2011 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―移動⽀援のための電⼦的情報提供機器の情報提供⽅法」
34 JIS T 0902:2014 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―公共空間に設置する移動⽀援⽤⾳案内」
35 JIS T 9251:2014 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚障害者誘導⽤ブロック等の突起の形状・⼨法及びその配列」
36 JIS T 9289:2019 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―ステッキホルダーの保持部」
37 JIS X 8341-1:2010 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第１部：共通指針」
38 JIS X 8341-2:2014 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第２部：パーソナルコンピュータ」
39 JIS X 8341-3:2016 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第３部：ウェブコンテンツ」
40 JIS X 8341-4:2018 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第４部：電気通信機器」
41 JIS X 8341-5:2022 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第５部：事務機器」
42 JIS X 8341-6:2013 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第６部：対話ソフトウェア」
43 JIS X 8341-7:2011 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第７部：アクセシビリティ設定」
44  S 0042:2010 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―アクセシブルミーティング」
45 JIS T 0103:2005 「コミュニケーション⽀援⽤絵記号デザイン原則」
46 JIS Y 0201-1:2024 「アクセシブルサービスー第１部：サービス提供者の基本的配慮事項」
47 JIS Y 0201-2:2024 「アクセシブルサービスー第２部：コミュニケーションに関するサービス提供者の基本的配慮事項」
48 JIS Y 0201-3:2024 「アクセシブルサービス―第３部：誘導に関するサービス提供者の基本的配慮事項」

施設・設備

情報通信

コミュニケーション

アクセシブルサービス

基本規格

視覚的配慮

聴覚的配慮

触覚的配慮

包装・容器

⾐料品

2003年6月
21年前

37テーマ
↓

2024年10月
48ﾃｰﾏ
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48のアクセシブルデザインJISの整理・確認
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アクセシブルデザイン推進協議会 幹事団体

福祉機器 一般機器アクセシブルデザイン
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一般財団法人 家電製品協会

■事 業 ：家電製品の安全性の向上、アフターサービスの充実、製造物責任に
関する検討、さらには、環境問題と密接なかかわりをもつ使用済み家電
製品の対策、省エネルギー・省資源対策など、家電製品に共通する
諸問題を総合的に捉え、調査・研究や政策の立案をおこなう。

設 立 : １９７３年（昭和48年）
家電製品協議会(家製協の前身)発足

■賛助会員：２６社/１１団体(2024年4月時点)

■組織

家電製品協会ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ａｅｈａ.ｏｒ.ｊｐ

おかげさまで
家電製品協会は
来年で50周年!!

★ユニバーサルデザイン技術関連事業
2024年度、家電製品のユニバーサルデザインに関する

課題の研究及び関連規格の業界横断的な標準化等を目指す
(1)ユニバーサルデザイン国際規格化や配慮事項に関する

ＪＩＳ規格改正等への対応
(2)ＩＣＴ機器（スマホ、スマートスピーカー）等と家電機器との

連携時における操作性向上
(3）「配慮設計適合製品」の情報提供

家電製品協会
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５．交通サポートマネージャー研修の実施
６．公共交通事業者等に向けた手話教室の実施
７．バリアフリー推進のための勉強会等の実施

教育・啓発

４．交通バリアフリー情報提供システムの運営等情 報 提 供

１．海上交通バリアフリー施設整備推進 （日本財団助成事業）
２．共生社会実現に向けた移動円滑化基金事業 （日本財団助成事業）
３．ECOMO交通バリアフリー研究・活動助成

助成

８．高齢者・障害者等の移動円滑化促進のための調査研究調 査 研 究

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（エコモ財団）
Foundation for Promoting Personal Mobility and Ecological Transportation "Eco-Mo Foundation"

設 立：1994（平成6）年（設立30周年を迎えました）
目 的：高齢者及び障害者等のより一層円滑なモビリティを実現するための啓発広報、情報提供及び

調査研究並びに施設の整備、保有、貸し付け及び施設整備等に対するその他の支援を行うととも
に、地球的規模の課題である環境問題の解決、地域の国際交流等を推進するための事業及び
支援を行うことにより、人及び地球にやさしい社会環境を実現して行くことを目的とします。

バリアフリー推進部における2024年度事業
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公益財団法人 テクノエイド協会

福祉用具に関する事業

〇福祉用具の情報提供
・福祉用具ニーズ情報取集・提供システム
・福祉用具ヒヤリハット情報 ほか
〇福祉用具プランナーなど人材の育成
〇福祉用具等に関する調査研究事業
・障害者自立支援機器ニーズ・シーズマッチング強化事業
・福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 ほか

補聴器に関する事業
〇認定補聴器技能者の養成
〇認定補聴器専門店の認定

義肢装具に関する事業
〇義肢装具士国家試験
〇義肢装具等完成用部品データベースシステム
〇補装具制作業者情報システム

（当協会は、福祉用具の安全かつ効果的な利用を促進し、高齢者及び障害者の福祉の増進に寄
与することを目的としています。）
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Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

⾼齢者・障がい者対応設計委員会…2009年、ガス・⽯油燃焼機器の「⾼齢者・障がい者配慮設計ガイドラ
イン」を制定し、業界として統⼀的なルールを決めることによって、配慮設計内容の違いによる使⽤者の⼾惑いを
防⽌し、配慮設計機器の⼀層の普及を図っていくことを⽬的に⾼齢者・障がい者対応設計委員会の活動を開
始。2023年7⽉に独⽴した委員会よりもガス機器、⽯油機器それぞれの技術委員会で情報共有・審議をした
⽅が、より合理的であるため、ガス機器技術委員会・⽯油機器技術委員会に引き継いだ。
準拠・参照規格等︓家製協UD関連ガイドライン、アクセシブルデザイン関連JIS、ISO/TC159⼈間⼯学規
格、関連団体からの情報

(⼀社)⽇本ガス⽯油機器⼯業会(JGKA)
名称︓⼀般社団法⼈ ⽇本ガス⽯油機器⼯業会
Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances(JGKA)

設⽴︓1961(S36)年4⽉3⽇ 所在地︓千代⽥区神⽥多町2-11-17 パークリュクス神⽥多町2F
会⻑︓内藤弘康(リンナイ株式会社 代表取締役社⻑)
⽬的︓ガス・⽯油機器産業の健全な発展を図り、もって国⺠⽣活⽂化の向上とわが国産業の発展に寄与する。
会員数︓８8社(ガス⽯油機器及び関連部品の製造及び販売会社並びに賛助会員)(2024年08⽉現在)

⾼齢者・障がい者対応設計への取組みについて
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⼀般財団法⼈⽇本規格協会（JSA）
あゆみ：昭和20年（1945年）創⽴

JSA：Japanese Standards Association 

 ⽇本産業規格 JISの開発
JIS原案作成から国への提案、発⾏後の維持管理までJIS開発に関する事業をトータルに実施

 国際規格 ISO規格、IEC規格の開発
国際規格へのニーズの拡⼤に応え、⽇本の影響⼒を更に強化するために、ISO、IEC

に関わる各種事業をトータルに実施

 標準化の普及
・規格・書籍・物品の発⾏
・セミナー・説明会の主催
・品質管理検定（QC検定）の実施
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【沿⾰】
1963年 創⽴
1966年 東京パック開催
1981年 包装アカデミー開校
2011年 公益社団法⼈登記

公益社団法⼈⽇本包装技術協会
日本包装技術協会【⽬的】

包装に関する知識と技術の普及推進に努め
⽣産、流通及び消費分野における合理化を
図り、経済の発展と社会⽣活を向上する。

【会員】 2024年3⽉
法⼈会員 984社 個⼈会員 136名

企業が業界の枠を超えて
包装技術のもとに集う団体 21

公益財団法人共用品推進機構

調
査
研
究

標
準
化

・不便さ
・便利さ
・モニタリング
・市場規模

・国際
・国内
・サービス
・関連連携
・その他

普
及
・
啓
発

・データベース
・展示会
・講座
・施設
・国内外当事者機関
・当事者ニーズ普及

共用品推進機構
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１．調査
２．標準化
３．普及
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「ICT機器連携による家電製品の使いやすさ」研究

ICT機器（スマホやAIスピーカー）と連携し家電を操作できる

IoT家電製品が普及

「家電製品の使いやすさ」を実現できる可能性拡がる

その為には、設計者がICT機器がもつアクセシブル機能や

使用者に配慮すべき事をしっかり理解することが重要

ICT機器がもつアクセシブル機能を活用

障害のある方へ困り事をヒアリング調査し、
「ICT機器連携配慮指針」を作成(2021年度)

読上げﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 表示ﾓｰﾄﾞ ｽﾞｰﾑ

■ 「ICT機器連携配慮指針」の普及、理解促進へ
配慮指針内容を設計者が体感できるサンプルアプリと説明動画を作成(‘23年完成)
説明動画は右記ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて公開中 https://aeha.or.jp/ud/guideapp.php

家電製品協会
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「ICT機器連携による家電製品の使いやすさ」研究

複数の手段で報知することが重要
振動のパターンを標準化して報知音のように伝えることはできないか？
⇒早稲田大学/人間科学学術院と共同研究開始 2023年6月～2025年3月

■ 振動による報知方法の標準化(2022年年度～)

終了 弱注意 強注意

報知音
の場合

振動の
場合は？

最適な報知方法は？

ﾓﾆﾀｰ調査実施

評価試験治具作成
時間、周期他パラメータ可変

家電製品協会
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８．高齢者・障害者等の移動円滑化促進のための調査研究
高齢者・障害者等の公共交通機関利用時の課題等を把握し、
改善策等を提案するための調査研究を実施する。
空港、鉄道駅等旅客施設におけるバリアフリー対応状況の評価、
バリアフリー整備ガイドラインに関する好事例等の周知、
サインの課題等に関する調査、
認知症等の目には見えにくい障害に対する移動の評価、
さらに大規模イベント等における移動と交通の接遇向上策の検討を行うこととする。

○バリアフリー事例集
：https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/guideline/bfgl/

○認知症者、失語症者等おでかけサポートカード
：https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/support_card.html

調 査 研 究バリアフリー推進部における2024年度事業

鉄道駅評価（都内）

おでかけサポ＾－トカード

交通エコロジー・モビリティ財団

26



「ニーズ・シーズマッチング交流会２０２４」

障害当事者の思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発に繋げるため、支
援機器の障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交換
を行う場です。

ニーズ・シーズマッチング交流会とは？

27

ニーズ・シーズマッチング交流会２０２４開催会場

●大阪会場・東京会場では、試作機や開発改良中の支援機器の展示が行われます。
●当事者やご家族、医療従事者、研究機関、学校関係者、行政等の皆さんが機器を体験しな
がら意見交換、情報交換ができます

28



福祉用具ヒヤリハット情報（４１６事例）

〇ベッド上で姿勢を変えようと足を
崩そうとした時バランスを崩し、首
が挟まってしまった

〇あぜ道を走行中にバランスを崩した
り、ハンドルを取られて側溝に転落す
るような事故が報告されています。

当協会のホーム
ページ福祉用具
ヒヤリハット情
報（全事例）を
ご覧ください 29

【研究・調査】
(1) ＩＳＯ／ＴＣ１２２（包装） 国内審議団体、議⻑国、幹事国
(2) ＪＩＳ包装関連分野 原案作成団体
(3) 分野別研究会開催 医薬品、⾷品、輸送包装、デザイン

⽇本包装技術協会

【調査・評価】
（1）⽇本パッケージングコンテスト
（2）⽊下賞
（3）包装技術研究⼤会
（4）暮らしの包装展

公益社団法⼈⽇本包装技術協会
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1993年

13の不便さ調査＋2024年（規格に関する調査）

視覚障害

1995年

聴覚障害

1995年

妊産婦

1996年

高齢者（家の中）

1998年

車椅子使用者

2000年

弱視者

2001年

調査リスト（DB）

2001年

子ども

2001年

知的障害

2001年

音情報

2002年

1997年

高齢者（交通）

2010年

視覚障害

2011年

視覚障害（DB）

２０２４年～

高齢者（余暇）

1997年1995年

飲み物容器

共用品推進機構

31

包装

2017年度2016年度2015年度2014年度2013年度

実施してきた11のよかったこと調査

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

愛知・大阪・熊本沖縄県・岡山市 アジア１２か国

旅行 コンビニ 医療機関 家電製品 パッケージ

2018年度

杉並区

公共トイレ

2023年度

2024年度～地域医療 等

網膜色素変性症

2023年度

施設（アクセシブルサービス関連）

共用品推進機構
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「共用品」市場規模調査２０23 年度

64 71 79
81 87 91 91 97 98 103 110 100 94 72 74 55 39 150 187 217 700 735 660 560 480 460 440

0 0 44
44 49 370 422 702 767 772 861 901 843 535 570 560 597 611 592 561

564 533 487 496 461 416 471
721 759 734

907 958 960 1,066 1,031 1,027 1,013 1,169 1,156 1,283
1,239 1,3041,378 1,321 1,390 1,547 1,331

1,400 1,464 1,432 1,541 1,407 1,489 1,700

1,152 1,244 1,024
1,110 1,137 1,158 1,139 1,158 1,203 1,320 1,412 1,4571,415

1,357 1,4381,517 1,591 1,882 2,112 2,113
2,195 2,243 2,223 2,305

2,171 2,112 2,112

549 690 1,267

1,936 2,366
2,930

3,739 3,495
5,234

6,574
8,163

10,59810,623
12,64112,811

7,849

3,395 3,134 2,855 2,812
2,817 2,699 2,845 2,840

2,920 2,695 2,455

1,206 1,101
1,583

1,662
1,721

1,859

2,078 2,015

2,084

2,066

2,205

2,286 2,272

2,290 2,380

2,754

2,802 2,950 2,681 2,489
2,445 2,508 2,462 2,498

2,548
2,350 2,875

0

630
1,033

1,509

2,413
2,652

3,143
2,367 2,589

2,603

2,781

2,849

2,142 1,953

1,607
1,642

2,245

2,498
2,646 2,4412,618

2,697 2,716 2,804 2,918
2,671 3,041

3,257

144

1,567
2,068

3,738

4,249
4,626

4,439
4,411 4,885

4,860

5,038

4,836

4,904 4,959
4,763

4,591

4,532

4,683
4,646 4,816 4,861

4,842 4,925 4,984 5,027
4,942 4,929

5,011

2,966

3,491

3,255

3,559

4,180

6,454
5,467

5,368
5,910

6,583

7,237

6,546

7,025 8,308
8,261

9,994

9,824

9,873
10,774

9,163 9,699
10,06810,242

10,61410,598
10,82011,119

11,427

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1995

年度

1996

年度

1997

年度

1998

年度

1999

年度

2000

年度

2001

年度

2002

年度

2003

年度

2004

年度

2005

年度

2006

年度

2007

年度

2008

年度

2009

年度

2010

年度

2011

年度

2012

年度

2013

年度

2014

年度

2015

年度

2016

年度

2017

年度

2018

年度

2019

年度

2020

年度

2021

年度

2022

年度

【1995～202２年度の共用品市場規模金額の推移（単位：億円）】

家庭電化機器

ビール・酒

住宅設備

ガス器具

映像機器

温水洗浄便座

エレベータ／エスカレータ

複写機

照明器具

玩具

バス（低床）

情報・通信機器

駅ﾎｰﾑﾄﾞｱ・自動改札

乗用車（座席シフト）

シャンプー・リンス

タクシー

ATM・CD機

家庭用ラップ

ホームエレベータ

自動販売機

音響機器

机（天板上下）

その他

4,869億円

10,227億円

11,201億円

14,694億円

18,548億円

21,924億円
22,176億円

22,631億円

23,790億円

26,386億円

29,028億円

29,990億円

32,396億円

33,402億円

34,302億円

36,387億円

32,363億円

28,412億円

29,814億円

28,063億円

28,429億円

29,460億円

29,775億円

30,428億円

30162億円

30225億円

30,638億円

31389億円

共用品推進機構
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１．調査

２．標準化
３．普及
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家電製品協会ガイドラインのＪＩＳ化

✓

1994年

1996年

ｶﾞｲﾄﾞ
ﾗｲﾝ

✓

2000年
2000年

2002年

1998年 1999年
2001年 2006年

2018年
2015年

2018年

アクセシビリティに関する家電製品の共通指針(ガイドライン)を
消費生活用製品の共通指針(ＪＩＳ化)と世界標準化(ＩＳＯ化)へ

■「家電製品の報知音に関するガイドライン」改訂内容を
JIS S 0013に反映、見直し改正(2022年/2月)

2022年

JIS

報知音
JIS0013改正

報知音
ガイドライン
改訂(第２版)

2009年

家電製品協会

35

Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

その他⾳声ガイド操作性視認性品⽬

・⾒まもり機能・操作⾳
・お知らせ

・ボタンサイズ
・操作部の配置

・⽂字の⼤きさ
・⾊とコントラスト
・イラストによる表⽰

温⽔機器
（リモコン）

・注意ランプ・お知らせ
・スイッチの配置
・操作部傾斜
・天⾯表⽰、天
⾯操作

・⾊とコントラスト調理機器
（コンロ）

・軽量化・お知らせ・スイッチを拡⼤・⽂字の⼤きさ
・⾊とコントラスト

暖房機器
(ファンヒーター
・FF暖房機)

⾼齢者・障がい者配慮設計について

36



Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

配慮設計①（温⽔機器の例）
視認性 ⽂字の⼤きさ、⾊とコントラスト 視認性 ボタンのサイズ・ボタンの配置

操作を⾳でもイメージ ⾳声によるお知らせ

電源が⼊りました

給湯温度を
41℃に設定しました

41℃までおいだき
をします

⾒まもり機能

37

Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

コンロとグリルを⾊分け、点⽕確認は⾒やす
いオレンジ⾊のＬＥＤ

配慮設計②（調理機器の例）
⾒やすい表⽰ ⾊とコントラスト

よりやさしく使えるよう、使うコンロのすぐ
下にスイッチを配置

操作性 スイッチの配置

操作性 操作部傾斜 天⾯表⽰ 天⾯操作

背丈に関係なく使いやすい
よう、操作部は傾斜状に。

⾳声ガイド

38



Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

操作部は、⽴ったままでも座って
いても、無理なく操作ができる
位置に設定。
操作ボタンは、運転⼊／切ボタ
ンと温度設定（＋）（－）な
ので分かりやすく、誰にでも簡単
に操作が可能。

配慮設計③（暖房機器の例）
使いやすい操作部 使いやすい操作部

操作部を、楽
な姿勢でボタ
ンが押しやすく
。⽴ったままで
も座っていても
、⾒やすい⾓
度に設定。

視認性 ⽂字の⼤きさ ⾊とコントラスト

減光セレクト︓暗い場
所でまぶしさを感じる際、
明るさを軽減。

⼤型⽩⾊バックライト液
晶︓⼤型で明るく読み
やすく、遠くからでも確認
しやすいバックライト。

⾳声ガイド

ボタンの操作に対して、⽂字表⽰と⾳声で
応答するので、操作の結果を⽬と⽿で確
認できます。 39

48の規格の普及アクセシブルデザイン（⾼齢者・障害配慮設計指針）の規格体系者
1 JIS Z 8071:2017 「⾼齢者及び障害のある⼈々のニーズに対応した規格作成配慮指針」
2 JIS S 0012:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品のアクセシビリティ⼀般要求事項」
3 JIS S 0020:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品のアクセシビリティ評価⽅法」
4 JIS S 0031:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―⾊光の年代別輝度コントラストの求め⽅」
5 JIS S 0032:2003 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―⽇本語⽂字の最⼩可読⽂字サイズ推定⽅法」
6 JIS S 0033:2006 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚表⽰物―年齢を考慮した基本⾊領域に基づく⾊の組合せ⽅法」
7 JIS S 0043:2018 「アクセシブルデザイン―視覚に障害のある⼈々が利⽤する取扱説明書の作成における配慮事項」
8 IS S 0013:2022 「アクセシブルデザインー消費⽣活⽤製品の報知⾳」
9 JIS S 0014:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―消費⽣活製品の報知⾳―妨害⾳及び聴覚の加齢変化を考慮した⾳圧レベル」

10 JIS S 0015:2018 「アクセシブルデザイン―消費⽣活⽤製品の⾳声案内」
11 JIS S 0011:2013 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―消費⽣活⽤製品における凸点及び凸バー」
12 JIS S 0052:2024 「アクセシブルデザイン―触知記号及び触知⽂字の設計⽅法」
13 JIS T 0921:2017 「アクセシブルデザイン―標識，設備及び機器への点字の適⽤⽅法」
14 JIS T 0922:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―触知案内図の情報内容及び形状並びにその表⽰⽅法」
15 JIS T 9253:2004 「紫外線硬化樹脂インキ点字─品質及び試験⽅法」
16 JIS X 6302-9:2018 「識別カード―記録技術―第９部：触ってカードを区別するための凸記号」
17 JIS X 6310:1996 「プリペイドカード― ⼀般通則」
18 JIS S 0021-1:2020 「包装―アクセシブルデザイン―第１部：⼀般要求事項」
19 JIS S 0021-2:2018 「包装―アクセシブルデザイン―開封性」
20 JIS S 0021-3:2020 「包装―アクセシブルデザイン―情報及び表⽰」
21 JIS S 0021-4:2021 「包装―アクセシブルデザイン―第４部：取扱い及び操作性」
22 JIS S 0021-5:2024 「包装―アクセシブルデザイン―第５部：集合包装⽤段ボール箱の重量に関する情報の表⽰」
23 JIS S 0021-6:2024 「包装―アクセシブルデザイン―第６部：詰め替え容器」
24 JIS S 0022-3:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―触覚識別表⽰」
25 JIS S 0022-4:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―使⽤性評価⽅法」
26 JIS S 0025:2011 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―包装・容器―危険の凸警告表⽰―要求事項」
27 JIS S 0023:2002 「⾼齢者配慮設計指針―⾐料品」
28 JIS S 0023-2:2007 「⾼齢者配慮設計指針―⾐料品―ボタンの形状及び使⽤法」
29 JIS A 2191:2017 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―住宅設計におけるドア及び窓の選定」
30 JIS S 0024:2023 「アクセシブルデザイン―住宅設備機器」
31 JIS S 0026:2007 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―公共トイレにおける便房内操作部の形状，⾊，配置及び器具の配置」
32 JIS S 0041:2010 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―⾃動販売機の操作性」
33 JIS T 0901:2011 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―移動⽀援のための電⼦的情報提供機器の情報提供⽅法」
34 JIS T 0902:2014 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―公共空間に設置する移動⽀援⽤⾳案内」
35 JIS T 9251:2014 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―視覚障害者誘導⽤ブロック等の突起の形状・⼨法及びその配列」
36 JIS T 9289:2019 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―ステッキホルダーの保持部」
37 JIS X 8341-1:2010 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第１部：共通指針」
38 JIS X 8341-2:2014 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第２部：パーソナルコンピュータ」
39 JIS X 8341-3:2016 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第３部：ウェブコンテンツ」
40 JIS X 8341-4:2018 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第４部：電気通信機器」
41 JIS X 8341-5:2022 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第５部：事務機器」
42 JIS X 8341-6:2013 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第６部：対話ソフトウェア」
43 JIS X 8341-7:2011 「⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス―第７部：アクセシビリティ設定」
44  S 0042:2010 「⾼齢者・障害者配慮設計指針―アクセシブルミーティング」
45 JIS T 0103:2005 「コミュニケーション⽀援⽤絵記号デザイン原則」
46 JIS Y 0201-1:2024 「アクセシブルサービスー第１部：サービス提供者の基本的配慮事項」
47 JIS Y 0201-2:2024 「アクセシブルサービスー第２部：コミュニケーションに関するサービス提供者の基本的配慮事項」
48 JIS Y 0201-3:2024 「アクセシブルサービス―第３部：誘導に関するサービス提供者の基本的配慮事項」

施設・設備

情報通信

コミュニケーション

アクセシブルサービス

基本規格

視覚的配慮

聴覚的配慮

触覚的配慮

包装・容器

⾐料品
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アクセシブデザインのISO･JIS 日本包装技術協会

公益社団法⼈⽇本包装技術協会

JIS Z 8071
規格におけるアクセシビリティ配慮のための指針
多様な状況においてシステムを容易に使⽤できるユーザーを

最⼤限まで増やすために、多様なユーザーに焦点を当てた設計

ISO/IEC Guide 71
Guide for addressing 
accessibility in 
standars

JIS S 0021-1 (2020年制定)
包装ｰアクセシブルデザインｰ⼀般要求事項
JIS S 0021-2 (2018年制定)
包装ｰアクセシブルデザインｰ開封性
JIS S 0021-3 (2020年制定)
包装ｰアクセシブルデザインｰ情報及び表⽰
JIS S 0021-4 (2021年制定)
包装ｰアクセシブルデザインｰ取り扱い及び操作性

ISO 11156 (2011)

General requirements

ISO 17480 （2015）
Ease of opening

ISO 19809 （2017）
Information and 
markingISO 22015 （2019）
Handling and manipulation41

アクセシブデザインの事例（JIS） 日本包装技術協会

公益社団法⼈⽇本包装技術協会

42
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産業系規格開発ユニット・消費者系規格チームの活動

44

・担当JIS分野
✓消費⽣活技術 （案内⽤図記号、⾐料サイズ、アクセシブルデザイン 等）
✓⾼齢者・障害者⽀援（福祉機器、衛⽣⽤品、⼈間⼯学関連 、アクセシブルサービス等）
✓交通・物流技術 （物流機械、⾃動⾞、産業⾞両、船舶 等）

・主なトピックス
✓ 災害種別(洪⽔／内⽔氾濫) 図記号規格
✓ K3362（家庭⽤合成洗剤試験⽅法）改正
✓ 消費者への普及・啓発活動

消費者セミナー：3消費者団体連携活動 【アクセシブルサービス基本のJIS 三部作】

・全国⼥性団体連絡協議会
・主婦連合会
・NACS：（公社）⽇本消費⽣活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

44



①洪⽔／内⽔氾濫注意 図記号の追加
近年の⼤⾬による災害が多く発⽣していることから、
⽔害リスクを⽰し注意を促すための
「洪⽔／内⽔氾濫注意」の案内図記号を追加

②洪⽔／内⽔氾濫災害種別⼀般 図記号の変更
「洪⽔／内⽔氾濫注意」の図記号デザイン検討時に、
波線のみのデザインよりも、波線に上向きの⽮印を加えた
デザインの⽅が理解度が⾼かったため、注意図記号にあわせ、
災害種別⼀般図記号のデザインを修正

災害種別 図記号(洪⽔／内⽔氾濫・⽕災) 
 JIS Z 8210:2024 案内⽤図記号（追補1）

45

③光警報装置（⽕災⽤）記号の追加
聴覚障がい者や⾼齢者などを含む不特定多数の⼈々が利⽤する施
設などで光の点滅で⽕災を警報する装置である
「光警報装置（⽕災⽤）」を⽰す安全⽤図記号を追加

【装置自体を示す】 【装置を備えた施設・建物を示す】 【装置の設置場所を示す】

災害種別 図記号(洪⽔／内⽔氾濫・⽕災) 
 JIS Z 8210:2024 案内⽤図記号（追補1）
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災害種別 図記号(避難情報標識の例)

47

新しい生活様式におけるアクセシブルデザインの標準化

共用品推進機構

48



１．調査
２．標準化

３．普及

49

■ 家電製品協会のホームページ

ユニバーサルデザイン配慮家電の普及･広報

・ユニバーサルデザイン家電製品配慮
６項目の製品事例紹介

ユニバーサルデザイン配慮家電製品

関連ガイドラインが閲覧できます
・報知音ガイドライン
・ICT機器連携に関する一般要求事項
・音声案内ガイドライン
・報知光ガイドライン
・点字表示ガイドライン

・紹介、取り組み（動画）
・基礎知識
・歴史
・関連ガイドライン他

家電製品協会
家電製品協会５０周年特設サイトより

誰一人取り残さない社会への貢献

～ユニバーサルデザインの先端開発～

2024年7月30日(火)の講演を視聴できます

50



ＵＤ配慮適合製品の製品事例紹介

購入前の製品情報を発信(毎年更新中)

XX 株式会社

XX 株式会社

UD配慮されたポイントを
青字で表示

ここからもご覧いただけます。
製品ｶﾃｺﾞﾘｰ別６品目を紹介
https://aeha.or.jp/ud/category/av.php

家電製品協会

51

https://www.kyoyohin.org/ja/database/

アクセシブルデザイン（共用品）の検索画面

アクセシブルデザイン（共用品）
ADDB
【検索画面・登録画面イメージ】

共用品データベース
共用品推進機構

52



１．海上交通バリアフリー施設整備推進 （日本財団助成事業）
旅客船事業者が行う旅客船及びターミナルの施設整備のうち
バリアフリー設備に対し助成を行い、海上交通を利用する高齢者、
障害者等の移動の円滑化に寄与することを目的とする。

２．共生社会実現に向けた移動円滑化基金事業 （日本財団助成事業）
共生社会実現に向けた移動円滑化を推進するため、港湾・空港施設における
リムジンバスのバリアフリー化、小型航空機の搭乗時のバリアフリー化、
避難所となる学校施設のバリアフリー整備、シンポジウムの開催等に対して
基金を活用した支援を行う。

３．ECOMO交通バリアフリー研究・活動助成
交通バリアフリーに関わる先進的な調査研究、技術開発等を行う
若手研究者等に対して助成を行い、わが国の交通バリアフリー推進に寄与する。

助成バリアフリー推進部における2024年度事業
交通エコロジー・モビリティ財団

53

４．交通バリアフリー情報提供システムの運営等
駅・ターミナル構内のバリアフリー施設、乗り換え案内等に
関するバリアフリー情報を提供し、高齢者、障害者等による
鉄道やバスなどの公共交通機関の円滑な利用実現を目的
とする。
https://www.ecomo-rakuraku.jp/ja

情 報 提 供バリアフリー推進部における2024年度事業

経路案内作成のための駅での調査の様⼦

教育・啓発バリアフリー推進部における2024年度事業

５．交通サポートマネージャー研修の実施
障害当事者が講師を務める交通事業者向けバリアフリー研修等の
実施を通じて、交通事業者のバリアフリー接遇・介助水準の向上、
バリアフリーへの理解促進を図る。
https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/best/index.html

交通エコロジー・モビリティ財団
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６．公共交通事業者等に向けた手話教室の実施
公共交通事業等に従事する者を対象とする手話教室を開催し、
障害の理解と聴覚障害者の公共交通機関における移動円滑化を
図ることを目的とする。

７．バリアフリー推進のための勉強会等の実施
「バリアフリー推進勉強会」の開催、
小中学生向けの「バリアフリー学習プログラム」の普及、
一般市民向けの「心のバリアフリー研修」の実施、
障害者団体等とのネットワーク構築、
バリアフリーに関する文献データベースの作成等、
交通バリアフリーの推進を目的とした様々な情報交流、普及活動等を行う。

○バリアフリー推進勉強会
：https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/benkyo/benkyo_top.html

○バリアフリー学習プログラム
：https://www.bfed.jp/program/index.html

教育・啓発バリアフリー推進部における2024年度事業
交通エコロジー・モビリティ財団

55

生活便利用具（自助具）データベース

当協会のホーム
ページ生活便利
用具（自助具）
データベースを

ご覧ください

（例示）
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福祉用具ニーズ情報収集・提供システム

よりよい福祉用具を作るために、福祉用具をお使いの方や介護している方から福祉用具に関するご要
望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具の研究開発を行っている企業などから新しい技術や製品
情報（シーズ）について情報収集することで双方の意見交換をシステム上でかわすことができる

ニーズ側

障害者
高齢者
介護者
家族
ケアマネ
専門相談員
施設
介護サービス事
業者 など

要望
アイ
デア

福祉用
具ニー
ズ情報
収集・
提供シ
ステム

製
品
情
報
等

シーズ側

メーカー
輸入業者
販売者
大学・研究者
リハビリセンター
製造業者
など

（事例片足歩行支援具）

事例 片足歩行支援具

松葉杖と車いすの間を埋める、ケッパレと名
付けた片足歩行補助具です。
体重をサドルに預けるので疲れず、ブレーキ
付きハンドルで安全に小回りができます。
室内でも野外でも使えます。

57

認定補聴器専門店とは？

●公益財団法人テクノエイド協会は、認定
補聴器専門店の実地調査等を行い運営基
準に適合している店舗を認定しています。

●認定された店舗には協会が交付した認
定プレートが掲示されています。

認定補聴器専門店舗数1,005店（令和6年４月現在）

（認定プレート） 58



Japan Industrial Association of Gas and Kerosene Appliances

今後の活動の⽅向性

・各社が商品に反映した配慮設計内容を会員に周知し、更なる配慮
設計への取り組みを促す

・共⽤品推進機構、家電製品協会等の関係団体の規格検討等に
協⼒し、JISやガイドライン他の情報収集を⾏い、会員会社への情報
周知を⾏う。

・浴室、脱⾐室でのヒートショックを防ぐ温⽔暖房の普及など、会員会社
が連携して取組むべき課題を検討する。

⾼齢者・障がい者配慮設計 今後の活動の⽅向性
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１．目的

 産業標準化推進事業（我が国の国際標準化戦略を強化するための体制構築）に基づい
たJISの消費者に対する普及啓発活動。
・消費者のJIS開発審議への積極的で効果的な参加促進

２．実施形態

 全女連、主婦連合会、NACS（日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会）
と契約。
・全国の市町村などのでセミナー会場を設定し、年15回以上講演活動を展開中。

消費者セミナー活動
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ワークショップの実践例 杉並区＋共用品推進機構

①もやもや出し

②多様なメンバーで検討

③確認した好事例 ④事例集発行

共用品推進機構
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日本包装技術協会

公益社団法⼈⽇本包装技術協会
2023年 パッケージコンテスト アクセシブルデザイン包装賞

【表彰】
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日本包装技術協会

公益社団法⼈⽇本包装技術協会
【出版】包装技術
2023年6⽉特集
⼼地よい包装〜
多様性社会に
向けた取り組み
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紙芝居で「共生社会」を伝える

一緒に遊ぼう
ここは森の中の小さな広場です。
今日も、サッカーの試合をする子どもたちの大きな
歓声が響いています。
♪ リンリコ リンリコ リンリンリン ♪
広場の端っこの方に、ポツンと一人で立っているモ
グラくんがいました。 そのモグラくんの足元にボー
ルが転がってきます。 元気なキツネ君の声が聞こ
えました。

共用品推進機構
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モノの境界線は、なくすと・・・

Ⅴ．⼀般製品Ⅰ．専⽤福祉⽤具

Ⅱ．共⽤福祉⽤具

Ⅲ．共⽤設計製品

Ⅳ．バリア解消製品
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社会の境界線を、なくすと・・・

⼀般社会専⽤福祉社会
共⽣社会

社会 66



社会 → 共生社会 → 社会

デザイン → アクセシブルデザイン → デザイン

ゴールは
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ご清聴ありがとうございました。

アクセシブルデザイン推進協議会

問い合わせ先

https://ad-council-org.secure-web.jp/form.html

ウェブサイト

http://www.ad-council.org/
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